
区民と区長のタウンミーティング グループワーク意見

１班 ２班 ３班 ４班

自治・共生

・自治体とは（公共団体・地域）に分かれるが、その連体的
連携手法を更新する
・自治の活性化の為、区職員の意識改革（それには評価制
度を改革すること）。テーマ別（教育・福祉）に区の担当者と
定期会議（協議）
・行政へのチェック機能足りてない。とことん話し合う
・２元代表制補完する（タウンミーティング、審議会）大事

○自治
・地域の区民活動センターの利用がしにくい。希望する日時
にとれない。今まで使えていた商工会館も使えるようにして
ほしい。
・地域活動の周知（若者に対しての）
○共生
・全ての世代、以前から住んでいる人も転入してきた人もつ
ながる街で
・多様化はどこまで進むか？
・集合住宅施策（外国人・民泊等）→マンション条例、マン
ション担当部署

○自治
・自治＝参加する場つくり①町会を活性化したいけど、見守
りも……②地域＝町会＋色々なグループをたばねた場づく
りex外国の人の代表③中野区レベルで世代毎に
・一人住まいの老人に見守りは・・・。町会によってレベルが
違う
・町会高齢化→活性化したいが色々おりてきてやる人は同
じで・・・。
・町会・地域活動の停滞を打開したい。新しい人材を組み込
むために区の力も貸して欲しい（広報）
・自治：参加する場をつくる①地域で町会以外でも地域のグ
ループ通じて、外国人コミュニティグループの代表の人も入
れる→共生へ
・世代で集まって意見まとめる場：若者議会・子育て世代・
高齢の方・外国から来た人
○共生
・老人を抱えていて別世帯になっているが、区は一人住まい
の老人にノータッチ
・都市計画とは。江古田・江原町は中野区の外にあるようだ

○自治
・行政が住民組織づくりをサポートする
・住区協議会を復活させ地域からの自治を作る
・自治（商店街）空き店舗などを話し合いの場に
・住民が自治に参加する場をもっと増やす
・子どもから高齢者まで地域に関わっている
・区民の活動グループと区が連携して区の課題に対応して
いる
・区民が自分たちの地域のことを決められる（予算が与えら
れている）
・中野区としての自治のシンクタンクを復活させ政策を深め
る
・仕事が忙しい人が地域活動に参加している
・地域住民が連帯感を感じられる街をめざしたい。学校単位
化活動センターを中心にする。
・子ども、防災→町会とのつながり。10年後には町会の会議
もオンライン参加できる（新しいカタチ）
・地域の活動をしたい人がすぐに活動できる場を見つけるこ
とができる
・予算作成過程への区民参加。一括賛否方式の変更
・子どもたちが政治を自分たちの手の中にあると感じている
○共生
・ハンディキャップのある方がもっと街中に出られる様にす
る
・外国から来られた方への文字学習等を進める
・転入者もスッと地域になじめる環境が整っている
・戸建とマンション居住者の連体が可能となっている街に

その他

・サンプラザ問題
・中野駅の混雑がひどい。どのように解消されるのか。ガー
ド下に雨が降ると水がたまってしまって歩きにくい。

・災害の発生と対策は？避難場所 ・空家が多い。どうしたらよいか。動物が住む
・少子化が気になる
・一極集中開発の転換、駅前開発の見直し、交通体系の変
更

活力

・若い人増えてる。でも活力がいかされない。中心となって
やれるようなイベント
・若い人が増えているのに活力を使える場がない
・宿泊ルールがない今、区が入って来れる方が良い
・大きなスーパー、チェーン店ができると地元の中小企業、
喫茶店減った

・神社を中心としたイベントを盛り上げるシカケ
・区が主催する子ども向け職業体験イベント

・活力→需要→①子ども・子育て世帯増を②わざわざ中野
に来る→ごちゃごちゃ感の魅力
・社会教育の充実。地域で学べる図書館を減らさない方向
へ

・身近に文化・芸術に触れられる
・活気のある商店街で徒歩で買い物ができる
・自然エネルギーの地産地消を中野で。活力UP！！
・電力の地産地消。市民が作った【電力の買い取り、区施設
等での優先使用
・活力を取り戻す！Make Nakano Great again!
・公的住宅を増やし、くらしの基盤を充実させる


